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(百万円未満切捨て)
１．2023年３月期の連結業績（2022年４月１日～2023年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 72,905 31.3 7,796 7.6 5,409 0.6

2022年３月期 55,520 － 7,246 7.1 5,376 48.7
(注) 包括利益 2023年３月期 △9,337百万円( －％) 2022年３月期 △3,416百万円( －％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

経常収益
経常利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年３月期 342.76 340.64 2.8 0.2 10.7

2022年３月期 340.96 339.17 2.7 0.2 13.1
(参考) 持分法投資損益 2023年３月期 －百万円 2022年３月期 －百万円

(注)添付資料12ページ「３.(６)連結財務諸表に関する注記事項(表示方法の変更)」に記載のとおり、前連結会計年度の計数の
組替えを行っております。そのため、2022年３月期の経常収益については、対前期増減率を記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 4,324,388 187,520 4.3 11,861.14

2022年３月期 4,310,569 198,072 4.6 12,538.72
(参考) 自己資本 2023年３月期 187,205百万円 2022年３月期 197,784百万円
　

(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分)を期末資産の部合計で除して算出し
ております。なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2023年３月期 △95,940 △120,081 △1,263 723,685

2022年３月期 470,282 △34,183 △1,190 940,996

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年３月期 － 40.00 － 40.00 80.00 1,261 23.5 0.6

2023年３月期 － 40.00 － 50.00 90.00 1,420 26.3 0.7

2024年３月期(予想) － 45.00 － 45.00 90.00 27.3

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 32,000 △15.8 3,500 △21.6 2,500 △12.2 158.42

通 期 63,200 △13.3 7,800 0.0 5,200 △3.9 329.51

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注)詳細は、添付資料12ページ「３.(６)連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変更)」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期 16,243,634株 2022年３月期 16,243,634株

② 期末自己株式数 2023年３月期 460,533株 2022年３月期 469,710株

③ 期中平均株式数 2023年３月期 15,781,163株 2022年３月期 15,767,593株

(参考) 個別業績の概要
１．2023年３月期の個別業績（2022年４月１日～2023年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

経常収益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 62,010 38.3 6,515 6.1 5,156 10.7

2022年３月期 44,853 － 6,140 10.6 4,659 64.8
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期 326.77 324.75

2022年３月期 295.53 293.98

(注)前事業年度の計数の組替えを行っております。そのため、2022年３月期の経常収益については、対前期増減率を記載して
おりません。なお、変更内容については添付資料12ページ「３.(６)連結財務諸表に関する注記事項(表示方法の変更)」を
ご参照ください。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 4,308,521 172,288 4.0 10,900.41

2022年３月期 4,294,259 182,573 4.2 11,560.39

(参考) 自己資本 2023年３月期 172,042百万円 2022年３月期 182,352百万円
　

(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権)を期末資産の部合計で除して算出しております。なお、本
「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．2024年３月期の個別業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）
　

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 26,400 △19.6 3,000 △24.5 2,100 △32.5 133.07

通 期 52,100 △16.0 6,800 4.4 4,500 △12.7 285.15

※決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する
一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績・財政状態の概況

（１）経営成績の概況

（当期の経営成績）

2022年度の国内経済は、円安や原材料価格上昇による下押し圧力を受けつつも、新型コロナウ

イルス感染症の影響緩和と経済活動再開により、基調としては持ち直しております。設備投資は

企業収益が高水準に推移したことから、人手不足に対応したデジタル関連の投資や脱炭素化に向

けた研究開発投資を中心に増加しました。生産活動は供給制約の影響が和らぎ増加傾向となり、

個人消費は新型コロナウイルス感染症の感染抑制と消費活動の両立により、サービス消費を中心

に改善が見られました。住宅投資は住宅価格の上昇などから弱含み、公共投資は横ばいとなりま

した。有効求人倍率は人手不足を背景に、緩やかに上昇しました。

県内経済は、新型コロナウイルス感染症の流行に伴う行動制限の緩和と経済活動再開により、

緩やかに持ち直しました。設備投資は前年度を上回る水準となり、生産活動は高水準で推移しま

した。個人消費は物価上昇による影響はありましたが、行動制限の緩和により緩やかに持ち直し

ております。住宅投資は横ばい圏内で推移しましたが、持家など一部に弱さが見られました。観

光は観光需要喚起策や訪日外国人の水際対策が大幅に緩和されたことにより、持ち直しました。

公共投資は底堅く推移しており、有効求人倍率は上昇傾向が続きました。

このような経済環境の中で、当行グループは積極的な営業活動を展開し、業績向上に努めまし

た結果、次のような結果となりました。

連結ベースの経常収益は、有価証券利息配当金、国債等債券売却益及び貸倒引当金戻入益の増

加等により、前期比173億84百万円増加し、729億５百万円となりました。経常費用は、国債等債

券売却損の増加等により、前期比168億34百万円増加し、651億８百万円となりました。

この結果、経常利益は、前期比５億49百万円増加し、77億96百万円となりました。また、親会

社株主に帰属する当期純利益は、経常利益の増加等により、前期比33百万円増加し、54億９百万

円となりました。

（セグメント別業績の概況）

「銀行業」では、経常収益は、有価証券利息配当金の増加等により、前期比171億70百万円増加

し、620億33百万円となりました。セグメント利益は、経常収益の増加が、国債等債券売却損の増

加等による経常費用の増加を上回ったことから、前期比３億36百万円増加し、65億21百万円とな

りました。

「リース業」では、経常収益は、割賦収入の増加等により前期比３億３百万円増加し、87億２

百万円となりました。セグメント利益は、経常収益は増加したものの、割賦原価やリース売上原

価の増加等による経常費用の増加により、前期比22百万円減少し１億89百万円となりました。

「銀行業」、「リース業」を除く「その他」の経常収益は、その他業務収益の増加等により、

前期比３億30百万円増加し、35億16百万円となりました。セグメント利益は、経常収益の増加に

より、前期比２億27百万円増加し、10億94百万円となりました。

（次期の見通し）

当行グループの2023年度の業績につきましては、経常収益632億円、経常利益78億円、親会社株

主に帰属する当期純利益52億円を予想しております。このうち当行単体では、経常収益521億円、

経常利益68億円、当期純利益45億円を予想しております。

なお、日経平均株価を24,000円～31,000円、与信費用（一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理

額）を連結ベースで年間16億円、単体ベースで年間13億円と見込んでおります。

業績予想については、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（２）財政状態の概況

（資産、負債等の状況）

・預金等

預金及び譲渡性預金の合計残高は、前連結会計年度末比824億円増加し、３兆5,403億円となり

ました。

・貸出金

貸出金残高は、事業性貸出金、個人ローン及び公共向け貸出金の増加により、前連結会計年度

末比1,200億円増加し、２兆921億円となりました。

・有価証券

有価証券残高は、国債及び社債が減少したものの、その他の証券及び地方債等が増加したこと

から、前連結会計年度末比1,005億円増加し、１兆3,882億円となりました。

（キャッシュ・フローの状況）

営業活動によるキャッシュ・フローは、貸出金の増加等により、959億40百万円のマイナスとな

りました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得による支出等により、1,200億81百万円

のマイナスとなりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等により、12億63百万円のマイナスとな

りました。

以上の結果、現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末比2,173億10百万円減少し、

7,236億85百万円となりました。

（自己資本比率（国内基準））

連結自己資本比率は、10.40％（速報値）となりました。

また、当行単体では、9.60％（速報値）となりました。

なお、自己資本比率は、銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照ら

し自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（2006年金融庁告示第19

号）に定められた算式に基づき、連結ベースと単体ベースの双方について算出しております。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

〇当期の配当について

当行は、銀行業としての公共性に鑑み、長期的かつ安定的な経営基盤の強化と経営の効率化な

らびに内部留保の充実による財務体質の強化に努めており、安定配当を継続実施していくことを

利益配分の基本方針としております。

当期の期末配当につきましては、2023年２月１日に創立130周年を迎えたことを機に、株主の皆

さまにより一層の利益還元を図るため、10円増配の１株当たり50円とし、年間配当金を90円とさ

せていただく予定です。

〇次期の配当について

次期の１株当たり年間配当金予想につきましては、安定配当という基本方針により、年間90円

（うち中間45円）を予定しております。

内部留保金については、お客さまの利便性及び当行の収益性の向上、経営の効率化のための投

資等に活用し、経営基盤の一層の強化を図りたいと存じます。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当行グループは、大分県を中心とした国内を主な活動拠点としていることから、会計基準につきま

しては日本基準を適用しております。なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、

外国人株主の増加やＩＦＲＳを適用した金融機関との比較可能性などを考慮しながら判断する方針で

す。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

現金預け金 942,673 725,874

コールローン及び買入手形 － 2,537

買入金銭債権 3,476 3,310

金銭の信託 16,931 3,991

有価証券 1,287,683 1,388,202

貸出金 1,972,040 2,092,111

外国為替 11,591 4,331

リース債権及びリース投資資産 16,538 16,022

その他資産 36,034 54,031

有形固定資産 29,575 30,286

建物 4,869 6,551

土地 20,569 20,389

リース資産 37 25

建設仮勘定 566 172

その他の有形固定資産 3,533 3,147

無形固定資産 895 689

ソフトウエア 784 580

その他の無形固定資産 111 109

退職給付に係る資産 9,887 9,085

繰延税金資産 4,413 10,412

支払承諾見返 8,098 10,218

貸倒引当金 △29,270 △26,717

資産の部合計 4,310,569 4,324,388

負債の部

預金 3,360,080 3,445,070

譲渡性預金 97,809 95,248

コールマネー及び売渡手形 3,671 －

売現先勘定 16,827 47,902

債券貸借取引受入担保金 138,405 83,698

借用金 426,984 388,765

外国為替 45 37

その他負債 47,501 52,993

賞与引当金 1,136 1,114

退職給付に係る負債 6,602 6,825

役員退職慰労引当金 29 27

睡眠預金払戻損失引当金 1,116 879

繰延税金負債 11 12

再評価に係る繰延税金負債 4,174 4,074

支払承諾 8,098 10,218

負債の部合計 4,112,496 4,136,868
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

純資産の部

資本金 19,598 19,598

資本剰余金 13,768 13,768

利益剰余金 147,390 151,743

自己株式 △2,122 △2,078

株主資本合計 178,634 183,031

その他有価証券評価差額金 9,141 △2,941

繰延ヘッジ損益 1,673 △454

土地再評価差額金 8,353 8,124

退職給付に係る調整累計額 △18 △554

その他の包括利益累計額合計 19,149 4,173

新株予約権 220 246

非支配株主持分 67 68

純資産の部合計 198,072 187,520

負債及び純資産の部合計 4,310,569 4,324,388
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日

　至 2023年３月31日)

経常収益 55,520 72,905

資金運用収益 33,695 44,119

貸出金利息 20,859 22,372

有価証券利息配当金 12,182 21,154

コールローン利息及び買入手形利息 0 102

預け金利息 653 479

その他の受入利息 0 11

役務取引等収益 9,086 9,640

その他業務収益 10,743 14,663

その他経常収益 1,995 4,480

貸倒引当金戻入益 － 2,309

償却債権取立益 0 0

その他の経常収益 1,994 2,171

経常費用 48,274 65,108

資金調達費用 489 1,954

預金利息 165 159

譲渡性預金利息 86 27

コールマネー利息及び売渡手形利息 9 15

売現先利息 21 1,100

債券貸借取引支払利息 108 409

借用金利息 18 21

その他の支払利息 79 221

役務取引等費用 1,976 1,922

その他業務費用 16,448 32,506

営業経費 27,186 27,130

その他経常費用 2,173 1,593

貸倒引当金繰入額 1,180 －

その他の経常費用 993 1,593

経常利益 7,246 7,796

特別利益 184 115

固定資産処分益 184 115

特別損失 468 492

固定資産処分損 144 166

減損損失 324 325

税金等調整前当期純利益 6,962 7,419

法人税、住民税及び事業税 1,851 1,621

法人税等調整額 △268 387

法人税等合計 1,583 2,009

当期純利益 5,379 5,410

非支配株主に帰属する当期純利益 3 0

親会社株主に帰属する当期純利益 5,376 5,409
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日

　至 2023年３月31日)

当期純利益 5,379 5,410

その他の包括利益 △8,795 △14,747

その他有価証券評価差額金 △8,953 △12,082

繰延ヘッジ損益 1,202 △2,128

退職給付に係る調整額 △1,043 △535

包括利益 △3,416 △9,337

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △3,418 △9,338

非支配株主に係る包括利益 1 0
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 19,598 13,771 143,043 △2,254 174,159

会計方針の変更による

累積的影響額
△41 △41

会計方針の変更を反映した

当期首残高
19,598 13,771 143,002 △2,254 174,117

当期変動額

剰余金の配当 △1,260 △1,260

親会社株主に帰属する

当期純利益
5,376 5,376

自己株式の取得 △2 △2

自己株式の処分 △41 135 93

土地再評価差額金の取崩 310 310

利益剰余金から

資本剰余金への振替
38 △38 －

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － △3 4,387 132 4,516

当期末残高 19,598 13,768 147,390 △2,122 178,634

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付に係

る調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 18,093 471 8,664 1,025 28,255 266 65 202,746

会計方針の変更による

累積的影響額
△41

会計方針の変更を反映した

当期首残高
18,093 471 8,664 1,025 28,255 266 65 202,705

当期変動額

剰余金の配当 △1,260

親会社株主に帰属する

当期純利益
5,376

自己株式の取得 △2

自己株式の処分 93

土地再評価差額金の取崩 310

利益剰余金から

資本剰余金への振替
－

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△8,952 1,202 △310 △1,043 △9,105 △45 1 △9,149

当期変動額合計 △8,952 1,202 △310 △1,043 △9,105 △45 1 △4,632

当期末残高 9,141 1,673 8,353 △18 19,149 220 67 198,072
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　当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 19,598 13,768 147,390 △2,122 178,634

当期変動額

剰余金の配当 △1,262 △1,262

親会社株主に帰属する

当期純利益
5,409 5,409

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 △22 45 22

土地再評価差額金の取崩 228 228

利益剰余金から

資本剰余金への振替
22 △22 －

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 4,353 43 4,396

当期末残高 19,598 13,768 151,743 △2,078 183,031

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付に係

る調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 9,141 1,673 8,353 △18 19,149 220 67 198,072

当期変動額

剰余金の配当 △1,262

親会社株主に帰属する

当期純利益
5,409

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 22

土地再評価差額金の取崩 228

利益剰余金から

資本剰余金への振替
－

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△12,082 △2,128 △228 △535 △14,976 25 0 △14,949

当期変動額合計 △12,082 △2,128 △228 △535 △14,976 25 0 △10,552

当期末残高 △2,941 △454 8,124 △554 4,173 246 68 187,520
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日

　至 2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 6,962 7,419

減価償却費 1,662 1,536

減損損失 324 325

貸倒引当金の増減（△） 324 △2,552

賞与引当金の増減額（△は減少） 17 △21

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △44 80

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 21 175

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1 △2

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） △266 △237

資金運用収益 △33,695 △44,119

資金調達費用 489 1,954

有価証券関係損益（△） 5,330 13,317

金銭の信託の運用損益（△は運用益） 68 59

為替差損益（△は益） △4 24

固定資産処分損益（△は益） △40 51

貸出金の純増（△）減 △65,158 △120,070

預金の純増減（△） 164,272 84,990

譲渡性預金の純増減（△） △1,272 △2,561

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△）

197,180 △38,219

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 4,928 △512

コールローン等の純増（△）減 437 △2,371

コールマネー等の純増減（△） 3,671 △3,671

債券貸借取引受入担保金の純増減（△） 119,263 △54,707

外国為替（資産）の純増（△）減 1,017 7,259

外国為替（負債）の純増減（△） 9 △8

リース債権及びリース投資資産の純増（△）減 △715 515

資金運用による収入 33,736 43,420

資金調達による支出 △547 △1,576

その他 35,385 15,946

小計 473,359 △93,554

法人税等の還付額 － 595

法人税等の支払額 △3,077 △2,981

営業活動によるキャッシュ・フロー 470,282 △95,940
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日

　至 2023年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △492,940 △680,306

有価証券の売却による収入 229,858 288,856

有価証券の償還による収入 226,464 260,704

金銭の信託の増加による支出 △53 △68

金銭の信託の減少による収入 2,971 12,923

有形固定資産の取得による支出 △1,234 △2,795

無形固定資産の取得による支出 △138 △136

有形固定資産の売却による収入 887 823

資産除去債務の履行による支出 － △81

投資活動によるキャッシュ・フロー △34,183 △120,081

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △1,259 △1,261

リース債務の返済による支出 △21 △22

自己株式の取得による支出 △2 △1

自己株式の売却による収入 93 22

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,190 △1,263

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 △24

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 434,913 △217,310

現金及び現金同等物の期首残高 506,083 940,996

現金及び現金同等物の期末残高 940,996 723,685
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（５）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

（６）連結財務諸表に関する注記事項

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

連結子会社であった大銀ビジネスサービス株式会社は、当行を存続会社とする吸収合併によ

り消滅したため、当連結会計年度から連結の範囲より除外しております。

（会計方針の変更）

時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17

日。以下、「時価算定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時

価算定会計基準適用指針第27-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指

針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。

なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

（表示方法の変更）

連結損益計算書関係

従来、「その他の経常収益」に計上していた団体信用生命保険等の受取った配当金について

は、一部の団体信用生命保険における支払保険料と受取る配当金に係る契約の変更が生じたこ

と、並びに当該保険契約の増加が見込まれることを契機に計上方法の見直しを行った結果、支

払保険料から受取った配当金を控除した額を費用として計上することが、本来負担すべき保険

料を表示するという観点からより適切であると判断し、当連結会計年度より、「役務取引等費

用」に計上しております。

この表示の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。この結果、前連結会計年度の連結損益計算書に表示しておりました「その他の経常収益」

2,273百万円及び「役務取引等費用」2,255百万円は、「その他の経常収益」1,994百万円及び

「役務取引等費用」1,976百万円と表示しております。
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（セグメント情報）

１．報告セグメントの概要

当行グループの報告セグメントは、当行グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当行グループは、当行における銀行業務を中心に、リース業務、クレジットカード業務などの金融サービス等に係

る事業を行っております。

したがって、当行グループは上記の業務別のセグメントから構成されており、「銀行業」、「リース業」の２つを

報告セグメントとしております。

　

２．報告セグメントごとの経常収益、利益、資産その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益は、経常収益ベースの数字であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は、一般の取引価格に基づいております。

　

３．報告セグメントごとの経常収益、利益、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2021年４月１日　至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 合計 調整額

連結財務
諸表計上額銀行業 リース業 計

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

44,598 8,245 52,844 2,676 55,520 － 55,520

セグメント間の内部
経常収益

264 153 417 509 927 △927 －

計 44,862 8,398 53,261 3,186 56,448 △927 55,520

セグメント利益 6,184 212 6,396 866 7,263 △16 7,246

セグメント資産 4,290,382 22,695 4,313,078 18,855 4,331,933 △21,363 4,310,569

その他の項目

減価償却費 1,501 98 1,600 63 1,664 △1 1,662

資金運用収益 32,661 12 32,673 1,070 33,744 △48 33,695

資金調達費用 474 54 528 4 532 △43 489

減損損失 324 － 324 － 324 － 324

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,271 218 1,489 20 1,510 － 1,510
　
(注)１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と連結

損益計算書の経常収益計上額との差異について記載しております。
　 ２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業務等であり

ます。
　 ３．調整額は、次のとおりであります。

(1)セグメント利益の調整額△16百万円は、セグメント間取引消去であります。

　 (2)セグメント資産の調整額△21,363百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 (3)減価償却費の調整額△１百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 (4)資金運用収益の調整額△48百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 (5)資金調達費用の調整額△43百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 ４．セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益との調整を行っております。

　

(13)

（株）大分銀行(8392)2023年３月期　決算短信



当連結会計年度(自 2022年４月１日　至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 合計 調整額

連結財務
諸表計上額銀行業 リース業 計

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

61,778 8,551 70,329 2,874 73,204 △299 72,905

セグメント間の内部
経常収益

255 150 406 641 1,047 △1,047 －

計 62,033 8,702 70,736 3,516 74,252 △1,347 72,905

セグメント利益 6,521 189 6,710 1,094 7,805 △8 7,796

セグメント資産 4,303,547 22,922 4,326,469 19,988 4,346,457 △22,069 4,324,388

その他の項目

減価償却費 1,375 105 1,481 56 1,537 △0 1,536

資金運用収益 43,029 12 43,041 1,126 44,168 △48 44,119

資金調達費用 1,933 56 1,989 3 1,993 △38 1,954

減損損失 325 － 325 － 325 － 325

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

2,785 147 2,933 33 2,966 △0 2,965
　
(注)１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と連結

損益計算書の経常収益計上額との差異について記載しております。
　 ２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業務等であり

ます。
　 ３．調整額は、次のとおりであります。

(1)外部顧客に対する経常収益の調整額△299百万円は、貸倒引当金戻入益の調整であります。

(2)セグメント利益の調整額△８百万円は、セグメント間取引消去であります。

　 (3)セグメント資産の調整額△22,069百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 (4)減価償却費の調整額△０百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 (5)資金運用収益の調整額△48百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 (6)資金調達費用の調整額△38百万円は、セグメント間取引消去であります。

(7)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額△0百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 ４．セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益との調整を行っております。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

「(表示方法の変更)」に記載のとおり、「銀行業」において、従来「その他の経常収益」に計上しておりました団

体信用生命保険等の受取った配当金については、当連結会計年度より「役務取引等費用」に計上しており、前連結会

計年度のセグメント情報の組替えを行っております。
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（１株当たり情報）

前連結会計年度
(自2021年４月１日
至2022年３月31日)

当連結会計年度
(自2022年４月１日
至2023年３月31日)

１株当たり純資産額 12,538円72銭 11,861円14銭

１株当たり当期純利益 340円96銭 342円76銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 339円17銭 340円64銭

(注)１．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

純資産の部の合計額 百万円 198,072 187,520

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 288 314

(うち新株予約権) 百万円 220 246

(うち非支配株主持分) 百万円 67 68

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 197,784 187,205

１株当たり純資産額の算定に
用いられた期末の普通株式の数

千株 15,773 15,783

　

　２．１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式数については、自己名義所有株式分を控除し算定し

ております。
　

　３．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりでありま

す。

前連結会計年度
(自2021年４月１日
至2022年３月31日)

当連結会計年度
(自2022年４月１日
至2023年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 5,376 5,409

普通株主に帰属しない金額 百万円 － －

普通株式に係る親会社株主に
帰属する当期純利益

百万円 5,376 5,409

普通株式の期中平均株式数 千株 15,767 15,781

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する
当期純利益調整額

百万円 － －

普通株式増加数 千株 83 98

うち新株予約権 千株 83 98

希薄化効果を有しないため、潜在株式
調整後１株当たり当期純利益の算定に
含めなかった潜在株式の概要

―― ――

　

(15)

（株）大分銀行(8392)2023年３月期　決算短信



（企業結合等関係）

（連結子会社の吸収合併）

共通支配下の取引等

１ 取引の概要

（1）結合当事企業の名称及びその事業内容

結合企業の名称 株式会社大分銀行

事業の内容 銀行業

被結合企業の名称 大銀ビジネスサービス株式会社

事業の内容 銀行業務に係る事務代行業

（2）企業結合日

2022年４月１日

（3）企業結合の法的形式

当行を存続会社、大銀ビジネスサービス株式会社を消滅会社とする吸収合併方式

（4）結合後企業の名称

株式会社大分銀行

（5）その他取引の概要に関する事項

当行グループにおける経営の効率化及び経営資源の有効活用を目的として、完全子会

社である大銀ビジネスサービス株式会社を吸収合併したものであります。

２ 実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号2019年１月16日）及び「企業結

合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号

2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取引として処理しております。
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４．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当事業年度
(2023年３月31日)

資産の部

現金預け金 942,567 725,866

現金 32,489 29,726

預け金 910,077 696,139

コールローン － 2,537

買入金銭債権 3,476 3,310

金銭の信託 16,931 3,991

有価証券 1,291,928 1,392,387

国債 243,102 213,578

地方債 286,086 314,530

社債 261,275 251,387

株式 74,176 83,692

その他の証券 427,287 529,199

貸出金 1,978,279 2,098,204

割引手形 4,569 4,824

手形貸付 58,804 60,968

証書貸付 1,766,742 1,874,487

当座貸越 148,163 157,923

外国為替 11,591 4,331

外国他店預け 11,565 4,289

取立外国為替 25 41

その他資産 26,194 42,980

未収収益 2,408 3,162

金融派生商品 4,034 4,082

金融商品等差入担保金 17,886 33,330

その他の資産 1,866 2,404

有形固定資産 28,037 29,403

建物 4,320 6,375

土地 19,772 19,780

リース資産 185 263

建設仮勘定 566 164

その他の有形固定資産 3,192 2,819

無形固定資産 746 573

ソフトウエア 640 468

その他の無形固定資産 105 104

前払年金費用 9,621 9,540

繰延税金資産 3,360 9,140

支払承諾見返 8,095 10,216

貸倒引当金 △26,570 △23,963

資産の部合計 4,294,259 4,308,521
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(単位：百万円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当事業年度
(2023年３月31日)

負債の部

預金 3,370,096 3,455,769

当座預金 139,398 146,066

普通預金 2,301,253 2,400,550

貯蓄預金 25,043 24,917

通知預金 4,840 4,792

定期預金 841,157 829,366

定期積金 9,869 10,282

その他の預金 48,533 39,792

譲渡性預金 102,209 99,648

コールマネー 3,671 －

売現先勘定 16,827 47,902

債券貸借取引受入担保金 138,405 83,698

借用金 421,102 383,027

借入金 421,102 383,027

外国為替 45 37

売渡外国為替 17 21

未払外国為替 28 16

その他負債 38,859 43,721

未決済為替借 0 －

未払法人税等 190 341

未払費用 621 1,018

前受収益 881 940

給付補填備金 0 0

金融派生商品 13,535 14,492

金融商品等受入担保金 907 2,453

リース債務 185 263

資産除去債務 486 443

その他の負債 22,051 23,768

賞与引当金 1,032 1,047

退職給付引当金 6,048 6,210

睡眠預金払戻損失引当金 1,116 879

再評価に係る繰延税金負債 4,174 4,074

支払承諾 8,095 10,216

負債の部合計 4,111,686 4,136,233
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(単位：百万円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当事業年度
(2023年３月31日)

純資産の部

資本金 19,598 19,598

資本剰余金 10,582 10,582

資本準備金 10,582 10,582

利益剰余金 135,186 139,287

利益準備金 10,431 10,431

その他利益剰余金 124,755 128,856

固定資産圧縮積立金 84 84

別途積立金 119,330 122,830

繰越利益剰余金 5,341 5,942

自己株式 △2,122 △2,078

株主資本合計 163,245 167,389

その他有価証券評価差額金 9,079 △3,017

繰延ヘッジ損益 1,673 △454

土地再評価差額金 8,353 8,124

評価・換算差額等合計 19,107 4,652

新株予約権 220 246

純資産の部合計 182,573 172,288

負債及び純資産の部合計 4,294,259 4,308,521
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当事業年度
(自 2022年４月１日

　至 2023年３月31日)

経常収益 44,853 62,010

資金運用収益 32,668 43,029

貸出金利息 19,834 21,282

有価証券利息配当金 12,180 21,153

コールローン利息 0 102

預け金利息 653 479

その他の受入利息 0 11

役務取引等収益 8,296 8,763

受入為替手数料 2,523 2,477

その他の役務収益 5,773 6,285

その他業務収益 1,899 5,518

商品有価証券売買益 1 －

国債等債券売却益 1,898 5,518

その他経常収益 1,988 4,698

貸倒引当金戻入益 － 2,522

株式等売却益 1,711 1,950

その他の経常収益 277 226

経常費用 38,712 55,494

資金調達費用 470 1,933

預金利息 165 160

譲渡性預金利息 87 27

コールマネー利息 9 15

売現先利息 21 1,100

債券貸借取引支払利息 108 409

借用金利息 0 0

金利スワップ支払利息 78 216

その他の支払利息 － 4

役務取引等費用 1,976 1,922

支払為替手数料 805 728

その他の役務費用 1,171 1,194

その他業務費用 8,813 24,479

外国為替売買損 304 1,198

商品有価証券売買損 － 0

国債等債券売却損 7,852 19,635

国債等債券償却 47 －

金融派生商品費用 609 3,644

営業経費 25,689 25,675

その他経常費用 1,761 1,483

貸倒引当金繰入額 805 －

貸出金償却 0 0

株式等売却損 386 538

株式等償却 430 695

金銭の信託運用損 68 59

その他の経常費用 70 190

経常利益 6,140 6,515

特別利益 184 696

固定資産処分益 184 115

抱合せ株式消滅差益 － 581

特別損失 466 485

固定資産処分損 142 159

減損損失 324 325

税引前当期純利益 5,858 6,726

法人税、住民税及び事業税 1,421 1,159

法人税等調整額 △223 410

法人税等合計 1,198 1,569

当期純利益 4,659 5,156

　

(20)

（株）大分銀行(8392)2023年３月期　決算短信



（３）株主資本等変動計算書

　前事業年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計

当期首残高 19,598 10,582 3 10,585

会計方針の変更による

累積的影響額

会計方針の変更を反映した

当期首残高
19,598 10,582 3 10,585

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益

自己株式の取得

自己株式の処分 △41 △41

別途積立金の積立

土地再評価差額金の取崩

繰越利益剰余金から

その他資本剰余金への振替
38 38

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － △3 △3

当期末残高 19,598 10,582 － 10,582

株主資本

利益剰余金

自己株式
株主資本

合計利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 10,431 84 116,830 4,170 131,516 △2,254 159,445

会計方針の変更による

累積的影響額
△0 △0 △0

会計方針の変更を反映した

当期首残高
10,431 84 116,830 4,170 131,515 △2,254 159,444

当期変動額

剰余金の配当 △1,260 △1,260 △1,260

当期純利益 4,659 4,659 4,659

自己株式の取得 △2 △2

自己株式の処分 135 93

別途積立金の積立 2,500 △2,500 － －

土地再評価差額金の取崩 310 310 310

繰越利益剰余金から

その他資本剰余金への振替
△38 △38 －

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 2,500 1,171 3,671 132 3,800

当期末残高 10,431 84 119,330 5,341 135,186 △2,122 163,245
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評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 18,000 471 8,664 27,136 266 186,848

会計方針の変更による

累積的影響額
△0

会計方針の変更を反映した

当期首残高
18,000 471 8,664 27,136 266 186,847

当期変動額

剰余金の配当 △1,260

当期純利益 4,659

自己株式の取得 △2

自己株式の処分 93

別途積立金の積立 －

土地再評価差額金の取崩 310

繰越利益剰余金から

その他資本剰余金への振替
－

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△8,920 1,202 △310 △8,029 △45 △8,075

当期変動額合計 △8,920 1,202 △310 △8,029 △45 △4,274

当期末残高 9,079 1,673 8,353 19,107 220 182,573
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　当事業年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計

当期首残高 19,598 10,582 － 10,582

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益

自己株式の取得

自己株式の処分 △22 △22

別途積立金の積立

土地再評価差額金の取崩

繰越利益剰余金から

その他資本剰余金への振替
22 22

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － － －

当期末残高 19,598 10,582 － 10,582

株主資本

利益剰余金

自己株式
株主資本

合計利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 10,431 84 119,330 5,341 135,186 △2,122 163,245

当期変動額

剰余金の配当 △1,262 △1,262 △1,262

当期純利益 5,156 5,156 5,156

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 45 22

別途積立金の積立 3,500 △3,500 － －

土地再評価差額金の取崩 228 228 228

繰越利益剰余金から

その他資本剰余金への振替
△22 △22 －

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 3,500 600 4,100 43 4,144

当期末残高 10,431 84 122,830 5,942 139,287 △2,078 167,389

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 9,079 1,673 8,353 19,107 220 182,573

当期変動額

剰余金の配当 △1,262

当期純利益 5,156

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 22

別途積立金の積立 －

土地再評価差額金の取崩 228

繰越利益剰余金から

その他資本剰余金への振替
－

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△12,097 △2,128 △228 △14,454 25 △14,429

当期変動額合計 △12,097 △2,128 △228 △14,454 25 △10,284

当期末残高 △3,017 △454 8,124 4,652 246 172,288
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５．その他 

役員の異動について 

（２０２３年６月２２日付） 

    当行は、２０２３年５月１２日開催の取締役会において、下記のとおり、代表取締役及び

その他役員の異動について決議いたしました。  

記 

（１）代表取締役の異動

＜ 新役職名 ＞  ＜ 氏 名 ＞   ＜ 現役職名 ＞ 

退 任 武 島 正 幸 〔 専務取締役（代表取締役）〕 

（２）その他役員の異動

①新任取締役候補（監査等委員である取締役を除く）

 佐 藤 泰 則 （ 現 常務執行役員 本店営業部長兼東支店長） 

和 田 久 継 （ 現 三和酒類株式会社 代表取締役会長 ） 

②新任取締役候補（監査等委員である取締役）

山 本 章 子 （ 現 取締役 ） 

③退任予定取締役（監査等委員である取締役を除く）

武 島 正 幸 （ 現 専務取締役（代表取締役）） 

山 本 章 子 （ 現 取締役 ） 

④退任予定取締役（監査等委員である取締役）

 大 崎 美 泉   （ 現  取締役 監査等委員 ） 

⑤昇任予定取締役

＜ 新役職名 ＞  ＜ 氏 名 ＞           ＜ 現役職名 ＞ 

常務取締役 佐 藤 泰 則 （ 現 常務執行役員 本店営業部長兼東支店長） 
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（３）２０２３年６月２２日以降の役員体制（予定） 

 

取締役頭取（代表取締役）    後 藤 富 一 郎 

専務取締役（代表取締役）    高 橋  靖  英 

常務取締役                     岡 松  伸  彦 

常務取締役                     下 ノ 村 宏 昭 

常務取締役           佐 藤 泰 則 

取締役（社外）         和 田 久 継 

取締役 監査等委員       相  良  雅 幸 

取締役 監査等委員        平 川  浩 行 

取締役 監査等委員（社外）     河  野  光 雄 

取締役 監査等委員（社外）      大 呂 紗 智 子 

取締役 監査等委員（社外）   山 本  章 子 

 

以 上 
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新任取締役（常務取締役）候補の略歴 

佐藤
さ と う

 泰則
やすのり

 (常務執行役員 本店営業部長兼東支店長）  

生年月日    １９６４年１０月１９日生 

職 歴       １９８７年 ４月  大分銀行入行 

２００７年 ６月  犬飼支店長 

２００９年 ８月  営業統括部推進役 

２００９年１０月  営業推進部推進役 

２０１１年１０月  営業支援部推進役 

２０１２年 ６月  湯布院支店長 

２０１４年 ６月  個人営業支援部長 

２０１６年 ６月  法人営業支援部長 

２０１７年 ４月  法人営業支援部長兼国際営業室長 

２０１７年 ６月  執行役員法人営業支援部長 

２０２０年 ６月  常務執行役員本店営業部長 

２０２０年１１月  常務執行役員本店営業部長兼東支店長（現職） 

以 上 
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新任取締役（監査等委員である取締役を除く）候補の略歴 

和田
わ だ

 久
ひさ

継
つぐ

( 三和酒類株式会社 代表取締役会長 ）  

生年月日    １９５３年 ２月２６日生 

職 歴      １９７６年 ３月  三和酒類株式会社入社 

１９８５年  ９月    取締役 

１９８９年  ９月    常務取締役 

１９９５年１０月    代表取締役常務 

２００３年１０月    代表取締役専務 

２００８年１０月    代表取締役副社長 

２００９年１０月    代表取締役社長 

２０１３年 ４月  一般社団法人 大分県工業連合会 副会長（現職） 

２０１６年１１月  宇佐商工会議所 副会頭（現職） 

２０１７年１０月    代表取締役会長(現職） 

２０２１年 ５月  一般社団法人 宇佐市観光協会 会長（現職） 

２０２１年 ９月  公益社団法人 ツーリズムおおいた 会長（現職） 

以 上 

 

新任取締役（監査等委員である取締役）候補の略歴 

山本
や ま も と

 章子
あ き こ

 

生年月日 １９５８年 ７月２０日生 

職 歴   １９８１年 ４月     大分県庁入庁 

       ２０１３年 ４月     生活環境部 地球環境対策課長 

２０１８年 ４月     生活環境部長 

２０２０年 ５月     学校法人 道徳学園 理事・評議員（現職） 

２０２０年 ６月     大分銀行 取締役（社外）（現職） 

以 上 
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